
市税の推移

年度 当初予算額 決算額 市民税決算額 固定資産税決算額
22 16,534,563 16,844,442 6,577,959 7,752,683
23 16,484,142 17,140,367 6,732,249 7,798,821
24 16,098,659 16,657,876 6,772,634 7,389,290
25 16,138,827 16,658,453 6,705,555 7,355,879
26 16,319,170 16,703,863 6,770,698 7,373,410
27 16,319,391 16,902,199 7,072,421 7,304,927
28 16,831,604 16,789,827 6,906,394 7,351,100
29 16,731,153 16,910,656 6,981,323 7,419,457
30 16,767,890 16,889,405 7,098,368 7,318,983
31 16,907,116 16,938,237 7,063,747 7,376,238
2 16,968,512 16,697,030 6,938,465 7,296,958
3 16,083,366 16,745,335 6,825,690 7,379,576
4 16,700,975 17,096,550 7,136,221 7,379,922
5 17,207,734 16,952,033 7,017,920 7,351,495
6 16,287,017 16,662,529 6,820,766 7,261,202
7 17,366,269
8 17,800,234

　令和６年度の市税の決算額は、法人市民税の増（＋５４百万円）となった一方で、
固定資産税の減（－９０百万円）や定額減税による個人市民税の減（－２億５百万
円）などの影響で、市税全体では２億８４百万円の減少（－１．８％）となりまし
た。
　令和７年度の市税の当初予算は、当初予算ベースで前年度から１０億７９百万円増
加しています。市税のうち個人市民税（現年課税分）は、定額減税終了の反動や景気
回復に伴う賃金の伸びにより、７億６３百万円（＋１３．６％）の増加を見込んでい
ます。法人市民税（現年課税分）についても、景気の緩やかな回復を見込み、６６百
万円（＋７．０％）の増加を見込んでいます。また、固定資産税土地家屋（現年課税
分）は、新築家屋分の増収が見込まれることから １億９１百万円（＋３．１％）の
増加を見込んでいます。
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